
師になったばかりの私は、生徒と信頼関係を

築けずに悩んでいました。今考えるとその原

因は明白で、「教師は立派でなければいけない」「生

徒の手本であるべきだ」と思い込み、生徒に一方的

に厳しく接していたことにありました。そんなある

日、Ａ先生が集会で自身の受験の失敗談を話し、生

徒の共感を集めていました。Ａ先生にそのねらいを

聞くと、「教師は神様ではない。生徒と同じ目
線で語らないと」と言われました。その言葉に、自分

に足りない点を指摘された気がしましたが、当時の

私は自分の弱さを見せる勇気が持てませんでした。

　６年目に初めて担任を持つと、悩みは一層深まり

ました。依然として生徒との関係づくりが苦手で、

学級がまとまりませんでした。思い悩む中で思い出

したのが、Ａ先生の言葉でした。教師である以前に、

自分は不完全な１人の人間である。それから目をそ

らして厳しく指導するだけでは、生徒はついてこな

い。そう気づき、生徒の目線で話を聞き、対話する

ことで、関係性をつくり直そうと努めました。

　効果は徐々に表れました。指導するんだという気

負いがなくなって接すると、生徒は驚くほど本音で

話してくれるようになりました。Ａ先生のように時

には失敗談を話すと、親近感を持ってくれる生徒が

増えました。生徒との距離は少しずつ近づき、「あの

先生は話をちゃんと聞いてくれる」と、生徒からの

評判が聞こえてくるようになりました。

徒に素の自分を見せるという考え方は、教科

指導も大きく変えました。私は、英語科教師

ですが、流暢に英語を話せないからと、文法や訳読

を中心とした指導をしていました。生徒の前で失敗

し、恥をかくのを避けるためです。

　２年前、この問題に決着をつけようと、生徒に「私

は、英語教師でありながら英語を流暢に話せない。

それでも一生懸命に話すから、君たちも一緒に学ん

でほしい」と、思い切って伝えたのです。生徒から

の信頼を失うのではないかと、内心は恐ろしくてし

かたありませんでした。しかし、大勢の生徒が、私

の話を真剣に聞いてくれました。

　気持ちが吹っ切れた私は、生徒に英語で語りかけ、

コミュニケーション活動を積極的に行うようにしま

した。次第に生徒も大きな声で英語を話し、授業後

には集まって振り返りをする姿が見られるようにな

りました。質問に来る生徒も増え、以前より頼られ

ていると感じるようにもなりました。

　今も流暢とは言い難いですが、ほぼオールイング

リッシュで授業を進めていると胸を張って言えるほ

ど、私の英語力は伸びました。「失敗を恐れていては、

成長もない」─そのことが、私の姿を通して生徒

に伝わるよう、努力しています。

れからの時代に生徒が大きく羽ばたくために

欠かせないのが、自ら考え、行動する力です。

その出発点は、自分の弱さを自覚し、目標を持って

挑戦することだと思います。決して簡単なことでは

ありませんが、これからも私自身が挑戦し続ける姿

を見せて、生徒が一歩を踏み出す勇気につながれば、

教師としてこれ以上の喜びはありません。

No. 012
兵庫県立加古川南高校

上田慎志先生
うえだ・しんじ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴１４年。同校に赴任して４年目。２
学年副主任。英語科担当。

兵庫県立加古川南高校　全日制／総合学科
／１学年約 240人／2018 年度入試合格
実績（現役のみ）：国公立大は、兵庫教育大、
徳島大、都留文科大、山口県立大に４人が
合格。私立大は、同志社大、近畿大、関西
学院大、甲南大などに延べ193人が合格。
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今月の表紙　茨城県・私立水
すい

城
じょう

高校　鳴
な る し ま

島　崇先生

生 徒 と 紡 ぐ

鳴島　崇先生　教職歴 14 年。同校に赴
任して14 年目。学習指導部（探究活動、
カリキュラム・マネジメント担当）。

茨城県・私立水城高校　全日制／普通科／共学／１学年 約 600 人／ 2018 年度入
試合格実績（現浪計）国公立大は、茨城大、筑波大、東京大、京都大などに 202
人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 773 人が合格。

可能性を拓
ひ ら

く
　　　物理の授業では２年間、お世話になりました！
初めは物理が苦手でしたが、先生に週２～3回質問し
に行っていたら、いつの間にか得意になっていました。
　　　教科書に載っている以外の解法を自分で考えよ
うとする姿勢になってから、質問のレベルが上がった
よね。粘り強く取り組んだ成果だよ。
　　　先生はどんなに基本的な質問でも丁寧に教えて
くれるので、質問に行きやすいし、１回1回うなずき
ながら聴いてくれるから、安心して話せるんです。
　　　そうそう。先生に説明しているうちに頭の中で
問題が整理されていって、「あっ、分かった！」と、自
分で答えにたどり着くこともありました。
　　　気になることは人それぞれだから、どんな話で
も最後まで聴こうと心がけているよ。苦手科目でも、質
問に来れば来るほど、その科目に触れる機会が増える
わけだから、それを続けていけば必ず伸びると思うんだ。
　　　私は、インターアクト部（＊）の活動報告を地域
で行う時に、その前の練習で先生から姿勢や声の大き
さ、話す速さなどをアドバイスしてもらったおかげで、
自信を持って発表できました。

　　　50人以上を前に堂々と発表した姿は見事だっ
たよ！　その後、台湾の高校との交流や高齢者施設の
訪問など、より積極的に活動するようになったよね。
　　　学校外の人と大勢出会って、ほかではできない
ような経験ができました。この部に入ってよかったです。
　　　僕は、探究活動で先生から実験結果の記録の仕
方や測定範囲の決め方など、研究のための実験方法を
基礎から教えてもらい、研究の面白さに目覚めました！
　　　研究のレポートが廊下に貼り出されたよね。
　　　クラスで評価されたのは、大きな自信になりま
した。先生が紹介してくださった、研究テーマに詳し
い先生と話をしたら、ますます興味が湧いて、大学で
も研究したいと思っています。
　　　クラスマッチや文化祭では、先生のアイデアを
取り入れたら１年生でも上位の成績を残せて、やれば
できるんだと思えたし、クラスがまとまっていきました。
　　　みんながたくさんの経験を積めるよう、道を開
くのが教師だと思うんだ。経験して自信がつけば、新
しいことにも自分から飛び込んでいけるでしょ？　その
連鎖をつくり出せる教師でありたいと思っているよ。
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＊青少年または高校生のための社会奉仕活動を行う部活動。
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